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年度当初学校訪問 

日置地区小・中学校道徳教育研修会 

日置地区生徒指導担当者研修会 

日置・鹿児島郡地区  
特別支援連携協議会 

「学びの組織活性化」推進プロジェクト 

日置市立日吉小学校 

  
 年度当初の学校の状況を把握するため，４月から５月にか 
けて，本地区内全域（日置市，いちき串木野市，三島村，十 
島村）の小・中学校を訪問させていただきました。 
 今回の訪問で，子供たちの夢や希望を実現するために，各 
学校のそれぞれの特色を生かして，確かな学力の定着やチー 
ム学校による生徒指導の充実，たくましい体を育むための教 
育活動が展開されていることを感じることができました。 
 本地区の全ての子供たちが，地域に誇りを持ち多彩な個性 
と能力を発揮できるよう，各学校におけるグランドデザイン 
の具現化を期待する年度当初の学校訪問でした。         〔いちき串木野市立羽島中学校〕 

 

 各学校の組織的かつ総合的な学力向上に向けた取組の充実や「主体的・対話的で深い学び」の視
点による授業改善を充実させるために「『主体的・対話的で深い学び』の実現による学力向上プログラ
ム」が２年目を迎えました。その学力向上プログラムの重要な柱の一つとして，学校の「学びの組織活
性化」推進プロジェクトが位置づけられています。本プロジェクトでは，教育事務所単位の実践校，市
村単位のモデル校として小・中学校を指定し，校内研修を通して， 

学校の学力向上推進体制の整備を図ったり，「主体的・対話的で 

深い学び」の実現を目指した研究授業・授業研究を行ったりして 

います。 

 今年度は，実践校として日置市立東市来中学校，いちき串木野 

市立串木野小学校，モデル校として日置市立伊集院北中学校， 

いちき串木野市立市来中学校，三島村立竹島中学校，十島村立 

宝島中学校を指定し，研究を深めているところです。 〔テレビ会議を使った研修支援の様子〕 

 本年度， 日置地区には，小学校に６人，中学校に
１人，計７人が新規採用教員として赴任しています。
６月７日（金）には，串木野小学校と串木野中学校を
会場に教科指導の研究授業研修を実施しました。先
輩教員による授業の参観や初任者代表の研究授業
及び授業研究等を通して，新任教員としての資質向
上を図り，実践意欲を高めました。 
 今後は，７月に県立南薩少年自然の家で宿泊研修，
１０月に伊集院北小学 
校で道徳の研究授業研 
修 ，１月に湯田小学校 
で特別活動の研究授業 
研修を実施する予定で 
す。 

フレッシュ研修(初任校研修) 

〔研究授業(体育)の様子〕 

コアティーチャー 
ネットワークプロジェクト部会 

 今年度も「 『主体的・対話的で深い学び』 の実現に

よる学力向上プログラム」に基づき，コアティーチャー
ネットワークプロジェクト部会を開催します。この会は，
地区内の先生方と管内指導主事でチームを設置し，
モデル授業の構築等に取り組むことで，より質の高
い指導力を身に付けることをねらいとしています。今
年度は，管内の小学校14人，中学校17人の先生方
を委嘱し，国語，算数・ 
数学，外国語活動・外 
国語科のモデル授業 
づくりに取り組んでいき 
ます。秋には，オープン 
サポートで公開しますの 
で，是非御出席ください。 〔昨年度の部会の様子〕 



  

 地域とともに歩む学校応援団             
       （日置市教育委員会） 

   日置市学校応援団地域本部では、学習支援、
部活動、環境整備、安全確保、学校行事等に、
学校支援ボランティアの人材活用を図ってい
ます。現在の学校支援ボランティア登録者数
は９６７人です。また、広報活動として、日
置市「学校応援団」ボランティアだよりの発
行や市広報等に活動内容を掲載しています。 
 

［フェリーみしま］ 

    ［フェリーとしま］ 

青少年育成の日  毎月第３土曜日 
家庭の日       毎月第３日曜日 
 異年齢集団による地域活動と家族 
団らんの機会をつくりましょう。 

鹿児島地区 Mom!学級づくり連続講座 
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担当：德留所長 
 

ALSOK 実技訓練 
 

  
 
 
 ５月25日（土），いちきアクアホールにお
いて，スクールガード・防犯ボランティア等
研修会が開催されました。スクールガード
リーダーや学校の教職員，保護者等，60人を
越える参加者があり，いちき串木野警察署や
ALSOKの方々を講師として，講義や実技を通し
た研修に熱心に取り組みました。 
 本研修会で学んだことをそれぞれの立場で
生かし，学校・家 
庭・地域の更なる 
連携の下，子供た 
ちの安全確保が図 
られることを願い 
ます。 
                  〔実技研修の様子〕 

 ６月26日(水)，日置市立日吉小学校，日吉
中学校において，日置地区小・中学校道徳教
育研修会を開催しました(教職員参加者92人)。   
 「特別の教科 道徳」が，小学校では昨年
度から，中学校では今年度から完全実施とな
りました。両校とも特定の価値を押し付ける
のではなく，子供一 
人一人が考え，議論 
することで多様な考 
え方や感じ方に接し， 
よりよい生き方を試 
行していく道徳科の           
授業が展開されてお              
り，大変有意義な研 
修会となりました。                    
 今後も各学校にお 
いて道徳教育の充実 
をお願いします。 

日置地区小･中学校道徳教育研修会 

〔研究協議の様子〕 

 本年度，本地区において年間７回実施する連続講
座の第１回講座を５月16日(木)，東市来文化交流セ
ンターで，日置地区内小・中学校の教職員21人を対
象に実施しました。「Ｍｏｍ」とは「Ｍ：見つめ
る」「ｏ：思いをめぐらす」「ｍ：向き合う」とい
う教師が子どもに寄り添う姿勢を意味しています。  
  講座では，このＭｏｍのサイクルにより，人権教
育をとおして子ども同士が支え合う人間関係の構築
を図ったり，子どもと教師が確かな信頼関係で向き
合ったりするなど，教育活動の基盤となる学級づく
りについて，深く追究し，実践力を備えた教員を育
成することをねらいとしています。講座生らは，お
互いに日頃の学級づくりの悩みや難しさ，楽しさな
どを語り合いながら， 
真剣に講座に取り組 
みました。 
 学んだことを各自 
持ち帰り，学級づく 
りに生かされること 

を期待しています。     〔講義の様子〕 

  
 
 
 ７月６日（土），日置市中央公民館において，地
区内の小中学校・高校・特別支援学校ＰＴＡ正副会
長等役員の方々や教職員計135名の参加の中，本年度
は人権教育研修会が開催されました。 
  講師の宮内礼治さん（宮丸太鼓店店主・部落解放
同盟鹿児島県連合会書記次長）は，「誇りをもって
生きる」を演題に，太鼓つくりの実演をしながら，
部落差別や職業差別について，自らの生い立ちをと
おして感じ考えたこと 
を話されました。 
  この研修で高まった 
人権課題への意識が各 
ＰＴＡの学習に拡がり， 
多くの方の人権意識の 
高揚につながることを 
期待します。 
                    〔講演の様子〕 

日置地区ＰＴＡ正副会長等研修会 
（兼 鹿児島地区ブロック別人権教育研修会） 

スクールガード・防犯ボランティア等研修会 


